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令和6年１０月からの令和6年１０月からの 退職等年金給付の退職等年金給付の
『基準利率』・『年金現価率』について『基準利率』・『年金現価率』について

モデル
年金額
モデル
年金額

退職等年金給付の「基準利率」（毎月の付与額に付与される利子を計算する利率）は、国債の利回り等を勘案し
て毎年9月末までに見直し、10月から翌年9月までの間、適用されます。令和5年度における10年国債応募者利
回りの動向をみると、直近１年の平均利回りが「0.6189％」、直近5年の平均利回りが「0.1868％」となりました。
　「基準利率」は、これらの平均利回りのうち低いほうを使用することとされているため、令和6年10月からは
「0.18％」となりますが、これに令和５年財政再計算に基づく加算率+0.08％が上乗せされ、「0.26％」（現在は
0.07％）になります。
　また、基準利率の変更に伴い、「年金現価率」（給付算定基礎額を年金額に換算するための率）も同様に毎年9
月末までに見直し、10月から翌年9月までの間、適用されます。なお、「終身年金現価率」については、基準利率の
変更に加え、令和5年財政再計算で見直した死亡率も反映しています。

加入から年金受給までの全期間の基準利率が0.26％である場合の年金額（月額）
前提
条件

平均標準報酬月額：40.7万円　　加入期間：40年（20歳から60歳まで。平成27年10月以降の期間）　
受給開始：65歳

●モデル給付算定基礎額　　　 ：  4,103,967円
●モデル年金月額 〈65歳時点〉 ： A+B（ただし、有期退職一時金の受給は1回限り）
A終身退職年金 A+B

+ ＝ 7,391円

有期退職一時金を選択 2,052,000円

（20年）16,166円
（10年）24,716円

2,052,000円

B有期退職年金
　20年の受給期間を選択
　10年の受給期間を選択

8,775円
17,325円

■基準利率・年金現価率

■基準利率は「0.07％」から「0.26％」に
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終身年金
現価率〈a〉

有期年金
現価率〈b〉

（参考）保険料率・付与率 1.50％（平成27年10月～令和7年3月（予定））

65歳

75歳

0.07％ 0.26％
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※１．具体的な基準利率、終身・有期年金現価率及び保険料
率（掛金率＋負担金率）・付与率は、連合会の定款で定
めています。 

※２．令和５年財政再計算についてはＫＫＲホームページをご覧
ください。

※3．主な年金現価率を左記に記載していますが、詳細につい
てはＫＫＲホームページをご覧ください。

［退職等年金給付制度］
終身退職年金

制度
加入時

退職時
(積立終了)

受給権
発生時

〈例：65歳〉

積 立 時 受 給 時
◆給付算定基礎額の半分が終身退職年金、
残り半分が有期退職年金の財源となります。

給付算定
基礎額

終身退職年金
算定基礎額

1/2
終身退職年金算定基礎額
終身年金現価率〈a〉年金額 ＝

1/2
有期退職年金
算定基礎額

利子

付与額
有期退職年金算定基礎額
有期年金現価率〈b〉年金額 ＝

年金額

年金額

有期退職年金

※20年受給・10年
受給・一時金の
いずれかを選択

付与額×基準利率（複利計算）利子 ＝

標準報酬の月額等×付与率（1.5％）付与額 ＝

kkr基準利率 検索検索

リバランス及び資金管理について

　公的年金である厚生年金保険給付積立金の運用の基本的な考え方は、「長期的な観点から安全かつ効率的な運用」を行
うこととしており、KKRでは、資産の構成割合である基本ポートフォリオ（国内債券・国内株式・外国債券・外国株式それぞれ
25％ずつの割合）を策定し、各資産の時価の残高がこの割合になるように運用しています。
　株式等の価格変動により、資産の構成割合が基本ポートフォリオから乖離する場合もありますが、適宜基本ポートフォリ
オに近づけるリバランス（株式等の売買）を行うことによって、この資産構成割合を維持することに努めています。例えば、
株式価格の上昇により構成割合が上がった株式を売却し、相対的に構成割合が下がった債券を購入することで、基本ポー
トフォリオに沿った運用を行っています。また、年金支給等のため、資金管理（資金繰り）にも気をつけながら運用しています。

令和6年度 第1四半期運用状況

（注）期末時点での時価に基づく評価であり、評価損益を含んでいるため、
市場の動向によって変動するものであることに留意が必要です。

①厚生年金保険給付積立金（公的年金部分）〈時価〉

運用利回り運用資産額 運用収益額（注）
4.12%10兆1,981億円 4,071億円

② 退職等年金給付積立金（民間の企業年金相当部分）〈簿価〉

運用利回り運用資産額 運用収益額
0.13%9,514億円 12億円

詳しくはKKRホームページをご覧ください。
年金資金運用KKR 積立金等の運用状況

KKRの年金資金運用

外国株式
25％

外国債券
25％

国内債券
25％

国内株式
25％

基本ポートフォリオ

（注１）厚生年金保険給付積立金の基本ポートフォリオです。
（注２）投資の目的、運用期間、リスクをどこまで許容できるか等

の条件によって、最適な資産構成割合は異なります。


